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はじめに 

 
 

 2022 年度、教育方法学研究室には、西岡加名恵教授、石井英真准教授に加え、新たに２名の教員が

加わりました。まず、４月に奥村が教職担当として着任いたしました。育てていただいた研究室に着

任することの重みと感謝を胸に、研究・教育に邁進していきたいと思います。続いて 10 月には松下佳

代教授を迎え入れました。松下教授は大学院では引き続き高等教育学コースに所属されますが、教育

方法学講座で学部指導教員を務めてくださいます。松下先生のお力添えに研究室は千人力を得た心地

です。 

2022 年度は、コロナ禍の影響を受けつつも、幸い基本的には対面で授業が行えるようになりました。

筆者も約７年ぶりに教育方法学研究室に足を踏み入れましたが、オンライン授業ではなく、リアルな

人と人とのつながりの中で、かつての教育方法学研究室の文化が受け継がれつつも、新しい風が吹い

ているのを感じられたことは、ありがたいことでした。 

 本号でも、2022 年度にオープンした教育方法学研究室ホームページのトップページ（URL: https://h

ouhouken.educ.kyoto-u.ac.jp）にあるように、「教育現場との対話と通じて、教育問題の解決を模索する

とともに、その地道な営みの中に教育学を問い直し、編み直す源泉がある」と考えて研究を進めるス

タンスは固持しつつ、変わりゆく時代における学校教育をめぐる様々なテーマに挑戦する論考が収録

されています。具体的には、オランダにおけるイエナプラン教育に関する拙文に加え、環境教育の教

育目標をめぐる論考や、外国人集住地域における学力保障と自尊感情形成を核とした実践検討、デー

タサイエンスと探究を接合させるカリキュラムや、「デザイン思考」を軸とする探究のカリキュラムに

関する検討といった院生たちの論考も掲載されています。 

 これまでの蓄積に学びつつ、ますます充実した教育方法学研究室をみんなで創造していけることを

願っています。 
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